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広島市立飯室小学校 ４学年 学級活動（１）学習指導案 

授業者：山神 ゆみ   日時：令和４年１０月２８日（金）２校時   学年：第４学年１組（２０名） 

 

 

議題  「ＩＭＵＲＯ祭の発信のしかたを考えよう」  （学級活動（１）ア 学校や学級における生活上の諸課題の解決） 

 

１ 目指す児童の姿と付けたい資質・能力  ２ 題材について 

○ 自分の意見を活発に発表して，全員で活発な話合いができるようにしたい。 

○ 出された意見のよさを生かしたり，考えをつなげたりして，よりよい意見が出る

ようにしたい。 

○ 今までの成果や課題を生かした話合いや活動にしたい。 

(1) 児童の姿 

本学級の児童は，互いを理解しながら，安心して過ごしている。話合い活動で

は，互いの意見を尊重し，認め合うことができるようになっている。 

一方，単学級であるため，人間関係が固定化されている一面がある。そのため，

話合い活動においても，思いや考えを発言する児童が固定化されてしまい，発言

した児童の意見すべてを認めようとすることで，新しい考えが生まれにくいこと

が課題である。 

 

(2) 題材設定の理由 

本議題は，「『ＩＭＵＲＯ祭』を多くの人に知ってもらいたい」という児童の

願いを議題化したものである。感染症に伴い，本校を保護者や地域の方々に発信

する機会が減っている。「ＩＭＵＲＯ祭」をその機会とし，子どもたちは，多く

の方々に参加していただくことによって，本校の取組や自分たちの活躍を見てい

ただきたいと願っている。そこで，「ＩＭＵＲＯ祭」を発信するために，自分た

ちにできることを学級会で話し合い，実践することとした。この活動によって，

生活の中の課題を見つけ，自分たちで解決していく経験を積み重ねるとともに，

地域の方々への愛着につなげることができると考える。 

(3) 指導にあたって 

事前の活動では，「ＩＭＵＲＯ祭」開催に向けて本校のよさを発信することが

必要なことを感じられるようにし，話し合う必然性を醸成する。  

本時の学習では，活発な話し合いができるように，自分の考えをワークシート

に記入して，自信をもって発言できるようにしたり，よりよい意見や新しいアイ

デアが生まれるように，グループで話し合う場を設けたりする。 

事後の活動では，全員で準備を分担して，協力して進めることで，自分たちで

企画し，実践していく楽しさや充実感を味わえるようにしたい。 

協働性 主体性 創造性 

他者と協力して課題に取り

組み，自分の役割を果たそう

とする。 

成果と課題を振り返り，

自ら次の活動に生かそうと

する。 

新しい考えや活動のアイデ

アを生み出そうとする。 

 

３ 評価規準 

観
点 

よりよい生活を築く 

ための知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

評
価
規
準 

みんなで楽しい学級生

活をつくるために他者と

協働して取り組むことの

大切さを理解している。 

意見の比べ方やまと

め方を理解し，活動の

方法を身に付けている。 

楽しい学級生活をつく

るために，問題を発見し，

解決方法について理由な

どを比べ合いながら合意

形成を図り，協力し合っ

て実践している 

楽しい学級生活をつくる

ために，見通しをもったり

振り返ったりしながら，自

己の考えを生かし，役割を

果たして集団活動に取り組

もうとしている。 

目
指
す
児
童
の
姿 

意見の比べ方やま

とめ方を理解し，活発

な話合いをしている。 

これまでの集会活動の

経験を生かしたり，友達

の意見のよさを生かした

りして，新しい活動や発

信するための方法や工夫

について考えている。 

 活動の成果と課題を振り

返り，自他のがんばりに気

付き，次の活動に生かそう

としている。 
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４ 指導と評価の計画 

(1) 事前の活動  (2) 本時の展開  (3) 事後の活動 

活動内容と教師の支援 本時のねらい 一人一人の意見を高め合いながら，話合いをまとめ，内容を決める。 活動内容と教師の支援 

９

月

上

旬 

 

10

月

上

旬 

国語科「あなたなら、ど

う言う」 

互いの意見の共通点や

相違点に着目して，考えを

まとめる学習をする。 

社会科「特色ある地域の

人々のくらし」 

庄原市総領町の特色を

生かした地域活性化のた

めの取組を学習する。 

第４学年が「ＩＭＵＲＯ

祭」の知らせ方を担当した

いことを運営委員会で提

案する。 

話合いの順序 教師の支援 目指す児童の姿と評価方法 11

／

１

か

ら 

役割を決めて，協力して「Ｉ

ＭＵＲＯ祭」に向けて準備

をする。 

１ はじめの言葉 

２ 計画委員会の紹介 

３ 議題と提案理由の確認 

 

 

 

 

４ 先生の話 

５ 話合い 

柱１  

「ＩＭＵＲＯ祭」の発

信方法 

柱２ 

「ＩＭＵＲＯ祭」の発

信の工夫 

○ 出し合う 

○ 認め合う・高め合う 

○ 決める 

６ 決まったことの発表 

７ 振り返り 

８ 先生の話 

９ 終わりの言葉 

〇 めあてをもって自分の役割に臨めるよ

うに，事前の計画委員会で確認する。 

 

 

 

 

 

〇 昨年度の「ＩＭＵＲＯ祭」を振り返りな

がら，話合いに対する意欲を高める。  

〇 司会が進行に困った場合は，方向性を示

唆する。 

〇 自分の考えと友達の考えを比べながら

聞いて，友達のよいところに気付けるよう

に助言する。 

〇 たくさんの意見が出ることで，よりよい

工夫ができることに意識付けをする。 

〇 納得をした上で意見を換えるなど，合意

形成を図ることが大切なことについて助

言する。 

〇 学級会のよかった点，課題，今後の見通

しなどについて，簡潔に述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 これまでの学習や集会

活動の経験を生かした

り，友達の意見のよさを

生かしたりして，発信の

しかたや工夫を考えてい

る。 

〇 根拠を明確にしながら

発言したり，自分の意見

と友達の意見を比べて聞

いたりしている。 

（思・判・表） 

［観察・発言］ 

11

／

13 

「ＩＭＵＲＯ祭」を行う。 

「ＩＭＵＲＯ祭」のねらい

を確認し，協力して活動で

きるようにする。 

 

 

10

月

中

旬 

代表表委員会で提案が

承認される。 

議題案を選定して，選定

した議題についてみんな

に知らせ，承認を得る。 

 

 

 

10 

月

下

旬 

学級会ノートの意見を

整理する。計画委員会で，

役割分担をして，話し合い

の進め方を確認する。 

 
(4) 新しい活動  自分たちの取り組みを発表するような場を設ける。（例：係活動や授業参観など） 

 

他教科等との関連 
国語科「あなたなら，どう言う」 社会科「特色ある地域の人々のくらし」           

総合的な学習の時間「防災について学習しよう」 学校行事「ＩＭＵＲＯ祭」 

               

議 題 「ＩＭＵＲＯ祭の発信のしかたを考えよう」 

提 案 理 由 学級会ノートに記載 

話合いのめあて たくさんの人にＩＭＵＲＯ祭を知ってもらうための方法や工夫を考えよう。 


